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ている．なお，平成 29 年 8 月までに開催してきた

























亀岡市は，平成 20年 3月，日本初（世界では 132
番目）のセーフコミュニティの認証を受けた．5年

























表1．サポーター養成講座（2012 年 9 月～ 2017 年 9 月）と受講生の数
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